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会 議 名 足立区こども計画審議会 第４回 

事 務 局 政策経営部 子どもの貧困対策・若年者支援課 

開催 年月日 令和７年５月２１日（水） 

開 催 時 間 午後６時３０分 ～ 午後８時３０分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 庁議室 

出 席 者 

【委員】 

藤原 武男 会長 阿部 彩 委員 末冨 芳 委員 

山田 哲也 委員 加藤 泰弘 委員 髙木 政代 委員 

中山 勇魚 委員 小野 茜 委員 菊地 美穂 委員 

田中 優哉 委員 山﨑 衛 委員 太田 せいいち 委員 

しぶや 竜一 委員 ぬかが 和子 委員 水野 あゆみ 委員 

勝田 実 副会長 中村 明慶 委員  

【事務局】 

政策経営部 

あだち未来創造室長 

兼務 

岩松 部長 

総合事業調整担当部 

神保 部長 

子どもの貧困対策 

・若年者支援課 

濱田 課長 

子どもの貧困対策係 

今 係長 

子どもの貧困対策係 

佐々木 

子どもの貧困対策係 

樫村 

若年者支援推進担当 

加美山 係長 

若年者支援推進担当 

済賀 

若年者支援推進担当 

竹内 

関 係 所 管 

絆づくり担当部長 福祉部長 衛生部長 

教育指導部長 学校運営部長 子ども家庭部長 

欠 席 者 川上 重昭 委員 
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会 議 次 第 
１ 会長あいさつ 

２ こども計画「施策」の検討について【資料１～５】 

３ 意見交換 

４ 答申書について 

５ 事務連絡 

資 料 

第４回 足立区こども計画審議会 次第 

こども計画審議会 席次表 

【資料１】第３回審議会でのご意見を集約 

【資料２】第３回審議会の審議結果を踏まえた区の現状 

【資料３】施策と取り組み一覧 

【資料４】第２期第１回子どもの健康・生活実態調査 

【資料５】足立区こども計画審議会情報提供資料 

【机上配付】ライフステージごとの取り組み状況 
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令和７年度 第４回足立区こども計画審議会 

 

○事務局 

それでは定刻より少し早いのですが、皆様お

そろいですので始めさせていただきます。ただ

いまから第４回足立区こども計画審議会を開催

します。本日はお忙しいところご出席を賜りま

して、誠にありがとうございます。子どもの貧

困対策若年者支援課の濱田と申します。どうぞ

よろしくお願いします。次第に入ります前に、

本日の資料について、まず確認をさせていただ

きたいと思います。まず事前にお配りさせてい

ただいております次第でございます。次にＡ４

の資料１と右肩にあります、第３回審議会での

ご意見の集約というものでございます。続いて、

右肩に資料２と書いてあります、第３回審議会

の審議結果を踏まえた区の現状と書かれた資料

です。続いてタイトルはないのですが、Ａ３縦

の資料でございます。施策の一覧と、それに紐

付く取組の一覧を記載している資料です。続い

て資料４として、第２期第１回子どもの健康・

生活実態調査を記載している資料です。続いて

資料５として、足立区こども計画審議会情報提

供と記載している資料となります。以上が事前

に送付している資料となります。また、本日机

上配付の資料がございます。席次表とあとはラ

イフステージごとの取組状況と記載したＡ３横

の資料でございます。これ前回もお配りしてい

るのですが、今回までに新たに追加したものも

ございますので、最新版ということで机上に配

付しています。なお、変更点については黄色で

囲っていますので、そちらをご確認いただけれ

ばと思います。資料は以上です。不足等ござい

ますでしょうか。 

続いて次第に入る前に、事務局から報告がご

ざいます。本日第４回審議会から、区職員の審

議委員に変更がございます。前回まで長谷川副

区長に審議委員を務めていただきましたが、今

回から勝田実副区長が委員として就任します。

勝田委員、一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

○勝田副会長 

勝田と申します。長谷川の後任で３月２９日

から副区長になっております。３月までは政策

経営部長として会の内容を確認しておりました

ので、皆さん方の熱心な議論はすべて聞いてお

りますので、改めて委員として参加させていた

だいて、計画の策定に携わりたいと思いますの

で、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

ありがとうございます。なお、前任の長谷川

委員は審議会の副会長を担っておりましたが、

変更に伴いまして副会長は後任の勝田委員が引

き継ぐ形としたいと思いますがいかがでしょう

か。 

 （異議なし） 

 

○事務局 

ありがとうございます。それでは勝田委員を

副会長として就任させていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。続きまして、

４月で事務局に異動がありましたので、併せて

ご報告させていただきます。まずあだち未来支

援室長の伊東が福祉部長に異動になりました。 

 

○福祉部長 

伊東でございます。私も事務局として携わら

せていただきましたが、ちょっと立場は変わり

ましたが、引き続きこの審議会に関わらせてい

ただきますので、ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 

○事務局 

次に政策経営部長で、今回あだち未来創造室

長を兼務する岩松でございます。 

 

○政策経営部長、あだち未来創造室長 兼務 

岩松でございます。私も前回まで教育の方に

座っていましたので、この委員会の様子はよく

承知しております。どうぞよろしくお願いいた

します。 
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○事務局 

なおあだち未来支援室と所管になっておりま

したが、今年度からあだち未来創造室というこ

とで名称も変更になっております。新しい未来

を作っていくという意味も込められております

ので、よろしくお願いいたします。 

続きまして、総合事業調整担当部長の神保で

ございます。 

 

○総合事業調整部長 

神保です。よろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

続いて前回の審議会と同様のご案内になりま

すが、この審議会は足立区こども計画条例第８

条により、会議を公開とさせていただいており

ます。会議録についてもホームページなどで公

開させていただきますことをご了解願います。

ご発言をしていただく際は、お手数ですがお手

元のマイクを押していただきまして、マイクラ

ンプが点灯しましたらご発言をいただいて、再

度ボタンを押していただきますようにお願いい

たします。それでは、ここからは藤原会長に進

行をお願いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

１．会長挨拶 

 

○藤原会長 

本日も皆様お忙しいところお集まりいただき

ましてありがとうございます。私は、特に変わ

ったことはないのですが、老眼が進み、眼鏡を

付けて見ないと顔が分からないので眼鏡になっ

たという感じですがよろしくお願いいたします。

濱田さんからもありましたが、ホームページで

議事録が公開されていて、皆さんもご確認をい

ただいていると思います。私も改めて前回のも

のを読み直してみて、とても充実した議論をし

ているなと思っています。本日も前回に引き続

きまして、皆様の活発なご議論をお願いしたい

と思います。 

２．こども計画「施策」の検討について 

 

○藤原会長 

それでは、まずは次第の２。こども計画施策

の検討についてということです。今日が最後の

１回前ですが、次が区長に議論をした内容を報

告するという会だそうで、実質的な議論は今日

が最後だそうですので、具体的な政策を足立の

子どもたちのためにこういうことをやっていく

べきだとか、あるいは保護者も含めて情報が届

かない課題をどう解決していくのかとか、前回

のまだ宿題もあったと思いますが、そうしたこ

とについて存分に議論ができればと思います。

では資料について事務局からご説明をお願いし

ます。 

 

○事務局 

それではお配りさせております資料について、

順番にご説明をさせていただきます。まず資料

１をご用意ください。こちらは第３回審議会で

のご意見をまとめたものでございます。各委員

から様々なご意見を頂戴しています。左側の１

番から５番。右側の６番と７番ということで、

前回のいただいたご意見をまとめています。 

まず一つ目としては子どもの安全の視点につ

いてのご意見を頂戴しています。こちらは昨今

のメディア等でもいろいろと話題になっており

ますネット犯罪や闇バイトといったようなもの。

それから、災害や違法薬物。違法薬物にかかわ

らずオーバードーズといった社会的な問題まで

含めて、そういったところから子どもたちを守

るような施策が必要なのではないかというご意

見を頂戴しています。 

続いて２番目。居場所関係についてです。こ

ちらについては、既存の居場所を含めていろい

ろ場所も拡充してきてはいるけれども、居場所

の中でいきいきと子どもたちが自分を表現した

りとか、思いを吐き出せるような場所が必要な

のではないかといったようなご意見。あとは地

域学習センターですとか、あやセンターぐるぐ

るといったような、子どもたちが自由に過ごせ
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るような場所を充実させる必要があるのではな

いかといったご意見。あとは大学生などのロー

ルモデルを配置することによって、より居場所

としての質の向上が見込めるのではないかとい

ったご意見を頂戴しています。 

続いて就学前教育については、非認知能力の

向上といったところは、これは早期に対応する

ことによってより効果を発揮するといったよう

なところから、公立の保育園ですとか、幼稚園

等の施設の中からそういった就学前教育を実施

することによっていい影響が出るのではないか

といったご意見がありました。 

続いて外国ルーツについては、外国にルーツ

を持つ子どもたちの日本語教育であったり、居

場所であったりというような支援もさることな

がら、一緒にいる保護者が言葉をしゃべれない

可能性があるというところも含めて、そういっ

た保護者への支援の拡充が必要だというご意見

を頂戴しています。 

最後に青年期の保護者への支援というところ

が、やや手薄のように見えるというご意見を頂

戴しています。こちらは本日机上に配布させて

いただいておりますライフステージごとの取組

状況の中の保護者向けの支援の若年者の大学生

以降の保護者の支援のところがあまりないよう

なところがですね、こちらの資料を見ると確認

できると思います。そういったところをご指摘

いただいています。こういったところについて

は、次のページでご説明しますが、施策、ない

しは施策の中に紐付く取組として、今後整理さ

せていただく予定です。 

続いて６番については、既存の支援に当ては

まらない人といったところがですね、ターゲッ

トアプローチ、ユニバーサルアプローチという

ことで幅広い取組の方を足立区としては実施を

しておりますが、ターゲットには足らない。ユ

ニバーサルでも救いきれないような一定層の人

がいるだろうと。そういったところの層につい

て、何らかの救いの手を差し伸べるような仕組

みづくりが必要なのではないかというご意見を

頂戴しています。 

続いて７番についてです。こちらは情報を伝

える仕組みづくりについての話ということで解

釈しております。こちらはＩＣＴの技術を使っ

た情報発信といったところも有効な手立てとし

ては考えられるけれども、例えばローテクのよ

うな人伝いに情報を伝えることを機能として持

つことによって、より伝わるといったところが

情報の伝え方の機能として生きるのではないか

というご意見を頂戴しています。こちらの６番

と７番については、次のページで説明させてい

ただく、すべての施策・取組に影響を及ぼすも

のとして、視点として整理させていただきまし

た。 

続きまして、次のページでご覧ください。前

回の議論で柱まで整理させていただき、柱の１、

柱の２、柱の３ということで整理させていただ

いております。柱の１はすべての子ども・若者

の生き抜く力を育むということで、子ども・若

者への支援。柱の２が安心して子どもを産み育

てる環境を充実させるということで、子育て家

庭への支援。柱３が地域全体で子どもの成長を

支えるということで、地域社会が子ども・若者・

子育て家庭を支援するといった体制づくりにつ

いての柱ということで整理しました。柱の１に

紐付く施策については、１－１から１－６で整

理しています。１－１から１－６の並びについ

ては、子どもの心と体の成長支援というところ

で、すべての基本となる心と体の成長支援から、

自立に向かって進んでいくような成長過程に応

じたような施策の並びを意識して並べておりま

す。柱の２については、２－１、２－２がユニ

バーサルアプローチ。２－３、２－４がターゲ

ットアプローチということで整理しました。３

－１、３－２については、３－１が企業・団体

等が取り組む取組。それから３－２が住民がそ

ういった取組に参加できるような仕組みづくり

といったような形で整理しています。施策１－

１から１－６。２－１から２－４。３－１から

３－２のすべてに視点という形で影響を出すも

のとして、視点の１から３番目で整理していま

す。一つ目が子ども・若者の意見表明・参画の
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創出ということで、すべての施策の実施。取組

を実施する際には、子ども・若者の意見の反映

や、参画の創出といったところを意識していく

こと。それから、多様なニーズや課題に応じた

切れ目ない支援というところで、先ほどの前ペ

ージの６番のところを視点として整理したもの。

視点の３が必要な人に対する伝わる情報発信と

いうことで、前のページの７番を意識して、視

点として整理したものということで整理してい

ます。特に今回施策の中で、新しい切り口とし

て入れているものとしては、子貧計画の延長線

上ということで、いろいろな課題のある子ども

たちや、配慮が必要な子どもたちへの取り組み

ということで、いろいろ実施はしてまいりまし

たが、今回こども計画に生まれ変わることによ

って、前向きな部分の計画の要素も入れていく

というところもありますが、引き続き子貧の要

素を色濃く出していくというところを踏まえま

して、施策の１－３のところが生きづらさを感

じる子ども・若者への伴走支援ということで、

例えば不登校の子どもたちですとか、外国にル

ーツを持つ子どもたち。それから発達に課題が

あるような子どもたちといったような取組を整

理させていただいております。１－４について

は、審議会の中でもご意見を頂戴しております、

命を守る教育と支援の充実ということで、自殺

に対する対応ですとか、あとは災害対応。それ

から命を守る対応といったようなところで、取

組として整理させていただきました。１－６に

ついては意見表明・参画。それから自立へ後押

しということで、子ども・若者が意見を表明し、

参画できるような仕組みづくりということで、

具体的に区で取り組んでいる取組の方を、新た

な施策の中にぶら下げています。自立への後押

しについては、課題を抱える子どもたち。夢に

向かって進む子どもたちを支援するような取組

を、主立った取組として整理しています。 

続いて柱の２－３、２－４については、こち

らは子貧計画のところを色濃く出した取組とし

て整理しました。２－３については、経済的困

窮家庭への生活支援ということで、一人親ご家

庭への支援等を取組として整理しています。２

－４については、行きづらさを感じる子ども・

若者を守るための家庭の支援ということで、施

策の１－３と関連した取組の家庭版ということ

で整理しています。資料１の説明は以上です。 

続いて資料２をご覧ください。資料２につい

ては、こちらは審議会からいただいたご意見。

資料１の１ページ目の施策に関するご意見をま

とめたもので、そのご意見の中で今区の現状と

してどうなっているかというところを、改めて

こちらの方に記載しています。例えば１ページ

目。子どもの安全の視点というところについて

は、まず区の方で実施している既存の取組の中

では、少年非行対策については東京都警視庁の

取組を情報発信しています。２番目として、防

犯対策としては未就学児から中学生に至るまで

ですね、防犯劇という形で安全・安心の意識啓

発の取組を実施したり、防犯普及啓発をしてい

ます。それから外国人の子ども向けの安全啓発

講座といったような取組も併せて実施していま

す。また、最近若者自殺が増えているといった

データもありますので、命に関する相談という

ところも引き続き力を入れて実施しているとこ

ろです。 

次のページをご覧ください。こちらは居場所

関係の事業として整理しています。こちらは外

国にルーツを持つ子どもたちの学習支援や、子

どもたち向けの子育てサロン事業ですとか、児

童館事業といったところをまとめさせていただ

いたものです。新たに足立区としても、夏休み

の子ども向けの居場所事業を拡充してきていま

すので、そういった事業の取組等を整理してい

ます。 

続いて３ページ目は就学前教育です。こちら

は前回の審議会の中でも担当部長からご報告を

させていただきましたが、就学前教育の一つの

取組として、とうきょうすくわくプログラムと

いったようなところで、非認知能力の向上に資

するような取組を実施しているといったことを

報告させていただいています。また、外国ルー

ツに関する取組としては、利用児の保護者向け
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に日本語教室のイベントを行ったり、保護者向

けの取組についてもある程度拡充をしていると

いうところとか。あとは日本語適応指導講師を

派遣するといった事業を実施しているところを

掲載しています。最後の５の青年期の保護者へ

の支援というところですが、先ほどライフステ

ージごとの取組状況の中で、ユニバーサルアプ

ローチの若者の親向けの支援が足りていないと

いったお話をさせていただきましたが、現状と

しても実施しているところは、ターゲットアプ

ローチの切り口での事業の方を主立ったものと

して、青年期の方々への事業としては実施して

いるというところになります。またここの青年

期の保護者への支援については、今後必要性も

含めて議論をする必要があると考えています。

資料２の説明は以上です。 

続いて、資料３については、今ご説明させて

いただいた柱ごとの施策、及び細かな資料２で

説明した区の中で実施している取組等を、施策

ごとに整理しているものです。本日施策の方を

議論していただきますので、実際の施策の中に

紐付く事業が、こういったものがあるよといっ

たところを理解していただくために、こちらの

方に載せているところです。資料３は以上です。 

続いて、参考としてお配りしている資料のご

説明をさせていただきます。まず資料４のご説

明ですが、担当の所管部長が本日出席していま

すので、部長からご説明をいただきます。 

 

○衛生部長 

衛生部長の馬場でございます。では、資料４

の第２期第１回子どもの健康・生活実態調査に

ついて報告させていただきます。こちらの調査

は、平成２７年から足立区は子どもの貧困対策

を開始したわけですが、それに合わせてすべて

のお子さんが家の家庭環境に左右されることな

く、自分の夢や希望が実現できるようなそうい

った地域社会を作ろうということで、そのため

には根拠のある対策を、効果的な対策を打つこ

とが必要になりますので、生活の様子ですとか、

健康の実態を把握するために始めた調査です。

平成２７年から令和５年まで９年間の調査を終

えまして、一区切り付いたのですが、昨年、令

和６年度から第２期として、当時の１回目の調

査と今回の調査を比べながら、どのあたりに成

果が出ているかとか。あとはこの間コロナがあ

りまして、だいぶ生活スタイルが変わりました

ので、現在の生活の様子を把握して、新たな対

策を打つことも検討するために、第２期の調査

を始めています。表紙にありますが、平成２７

年度と令和６年度の小学１年生を比較。こんな

に大きく変わりました、というところでは、生

活習慣では区が進めてきたベジファーストは増

加傾向。虫歯のいない子どもの増加ということ

で、以前は実は生活が苦しい世帯のところは、

５本以上の虫歯の子が多かったのですが、数全

体として見て、これだけ虫歯の本数が減らせま

した。あと家庭環境では、小学校入学前に通っ

ていた施設が、この右側のグリーンのところは

私立幼稚園ですが、幼稚園が減って、区立の保

育園や私立の保育園が増えまして、それだけ共

働き世帯が増えたというところが見られます。

あとはこれまでの９年間で見えてきたというと

ころでは、保護者に困った時に相談できる相手

がいると、子どもの健康リスクが軽減できると

か、子どもが望ましい生活習慣を身に付けると、

レジリエンスを培えることが分かっています。 

健康についてのところでは、肥満傾向という

のは実はなかなか変わらないというか、少し肥

満割合のお子さんは減ってはいますが、依然と

して足立区は東京と比べても全国と比べても高

いという状況です。食生活についても、朝ご飯

のところもあまり数字は変わっていません。家

庭生活も歯磨き、平日の就寝時間というのは、

若干こちらの方は悪くなっています。右側を見

ていただいて、保護者の生活で、保護者の相談

相手の有無です。子どもの健康・生活実態調査

をやりながら、保護者に困った時に相談相手が

いると、子どもの健康状態が良くなるというデ

ータが取れましたので、ＡＳＭＡＰ事業と言い

まして妊娠期の届け出の時に区の方で２０を超

える問診をして、その中でそういったリスクの
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高いお母さんと、割と平坦にあまりリスクがそ

れほど高くない妊婦さんとをランク付けをしま

して、特に支援が必要な人には保健師が付いて、

出産計画も立てて、その後しっかりと寄り添う

ということをやってきました。人との関係づく

りが苦手なお母さんというのは、最初保健師と

の関係づくりも苦手なのですが、ある程度信頼

関係ができると、今度は別のＮＰＯのきかせて

子育て相談事業とかにつないでいって、だんだ

んにいろいろな人から支援を受けたり、つなが

ることができるような事業をしてきたのですが、

平成２７年の時は９２．８％の方が相談相手が

いると回答していました。それが若干ですが、

９４．０に増えたのと、いないと答えている人

が５．７から４．８になってきていますので、

じわじわですが私たちは少しここに手応えを感

じています。 

次のところに、普段の生活における交流の多

様性というのを改めて聞いております。これは

下にあるソーシャルキャピタルの影響というと

ころにまとめましたが、ソーシャルキャピタル

というのは社会関係資本とも言われたりします

が、人間関係がある程度あって、信頼して助け

合えるような見えない社会資本があると、親御

さんの生活も健康にも、子どもにもいい影響が

あるのではないかと言われているところですが。

今回の調査で、親御さんがこちらの質問にある

ような項目。高齢者とか１０から２０代の若者

とかこういったところに保護者が、六つ以上の

特性の人々と交流があると、子どものレジリエ

ンスが高くなる可能性があることも見えてきま

した。 

最後のページをご覧ください。非生活困難世

帯と生活困難世帯の比較です。生活困難世帯。

生活が苦しいという世帯は、平成２７年の２４．

８から令和６年の１７．６に減ったのと。非生

活困難世帯と生活困難世帯を見ると、以前は５

本以上の虫歯がある方が１９．７％だったのが

７．５と減ってきたりですね。野菜から食べる

習慣というのは、直接子どもに働き掛けており

ますので、あまり非生活困難世帯と生活困難世

帯では差がないというところです。この子ども

の貧困対策を始める時に、当時、今日ここにい

らっしゃる阿部彩先生ですとか、藤原先生に相

談しながら、子どもの貧困対策の会議を立ち上

げて、こういったことも毎年報告しながら助言

をいただきながらここまで続けてまいりました。

特に藤原先生は、こちらの子どもの健康・生活

実態調査の協定を結んで、第１回目から。当時

は成育医療センターの先生でしたが、その頃か

らずっと一緒に調査を続けてきております。足

立区の子どもの健康・生活実態調査に本当に詳

しいというか、その分析を一番やっていただい

ている先生ですので、今日ちょうど先生が会長

でお見えですので、先生からコメントをお願い

いたします。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。このご報告は、去年

１年生だった子たち、つまりコロナを未就学期

に経験していた子たちと、約１０年前に１年生

だった子たちを比較していると考えていただけ

るといいかなと思います。足立区の生活困難層

も大きく減少していますし、同じ基準で見た生

活困難層においても、健康状態はより良くなっ

ているということが、今ご説明をいただけたか

と思います。 

ちょっと付け加えたいのは、子ども施策にも

関係し得ることなのですが、このレジリエンス

というものが重要だということで取り上げて解

析をしている点です。これは非認知スキルと言

われるものです。認知スキルというのがいわゆ

るＩＱで、それ以外のスキルを非認知スキルと

いう言い方をして、社会情動スキルという言い

方もするのですが、ＯＥＣＤなども注目してい

ます。ここには載せていませんが、最もそこに

関係する要因は何だろうかということで、アタ

ッチメントが重要であることが足立区の調査か

らわかっています。アタッチメントの測定は本

当は難しいのですが、実はこの小学１年生にざ

っくりとでも聞いてみることができるのではな

いかというので、その専門の先生とも協議をし
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ながら聞いてみました。アタッチメントは何か

というと、何か子どもが求めた時に、すぐに親

が応えていくことで、お子さん自身がきちんと

自分は安心して存在してもいいのだという気持

ちが持てるという状態にあるのかということを

アタッチメントといいます。それを実験的に１

歳とか２歳とかで見るということが、通常の測

定方法なのですが、なかなか難しい。しかし、

何か困った時にしっかり、親に相談ができる、

または何か怖いことが起きた時に、どういった

行動を取るのかとか、そういったことを質問紙

で聞くことによって、アタッチメントを見るこ

とができるだろうということをやってみました。

そうすると、小学１年生で見られるアタッチメ

ントができていると我々が考えるものが高い人

というのが、レジリエンスが高いことがわかり

ました。つまり、きちんと安全基地ができてく

るということが、探索行動につながるというア

タッチメントの理論はその通りであったという

ことです。レジリエンスというのは、結局いろ

いろな困難なことがあっても、それを頑張って

乗り越えていこうとするスキルなのでというこ

とが分かったのです。アタッチメントを与えて

くれるお母さん・お父さん、地域の方々、家族

を支える場としての地域のつながり、交流の多

様化といったことで、ここに書いてあるような

ことも大事だということが分かりました。 

それで、大きくなっていくと、だんだんその

学校の要素が大きくなっていくと思うのですが、

この前の年、２年前に私がずっと小１から追い

掛けている子たちで見ていくと実はやっぱり家

庭の影響というのが、小学校の少なくとも６年

生まではずっと強く関係しているということが

分かっています。やはりどういうふうにこの未

就学期に親が子どもと関わっていけるかという

ことは非常に重要な視点だなと思っています。

したがいまして、どういうふうに親が子どもに

関わっていけばいいのかということをきちんと

根拠を持って示せるデータがでています。それ

をもうちょっと具体的に、実際に保育園・幼稚

園において、何をすればいいのかということの

支援というのが、もうちょっと具体的にあると

いいなと、この調査結果からも思っています。 

 

○衛生部長 

ありがとうございました。以上です。 

 

○事務局 

ありがとうございました。それでは、最後に

資料５の説明を簡単にさせていただきます。こ

ちらについては、昨年１２月に足立区で実施し

た子育て世帯に向けてのアンケートの調査結果

の報告です。内容については簡単にご説明しま

す。まずポイントですが、１ページ目ですね。

こちらが子どもの習い事や体験機会がなかなか

不足している状況の原因ですが、世帯年収の高

い低いだけではなくて、子どもの人数。例えば

多子世帯とか、そういったところも大いに影響

しているというところが調査結果から見えてき

た部分です。 

続いて２ページをご覧ください。こちらは子

どもの習い事や体験機会の状況について、習い

事や体験などをさせてあげたいけれども、させ

られていない理由として、アンケートをとった

ものです。こちら１位が金銭的な余裕がない。

２番目が子どもの健康・生活実態調査の中でも

共働き世帯が増えてきたという話がありました

が、そういったところも影響があるのかなと思

うのですが、保護者として子どもに習い事や体

験をさせる時間的な余裕がないというところが

上に上がってきています。 

続いて８ページをご覧ください。こちらは少

子化の範疇になりますが、実際の子どもの人数

が理想の子どもの人数より少ないと回答した割

合になります。足立区については、実際の子ど

もの人数が理想の子どもの人数よりも少ないと

回答したのが５２．１％です。こちらは正式な

ものではないのですが、公表されたものでいろ

いろと見てみると、多くの調査で６割程度が理

想の子どもの数が持てていないという調査結果

も出ていますので、そういったところから比べ

ると若干足立区は理想の子どもの数が持ててい
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るといったところが分かると思います。 

続いて、次のページをご覧ください。理想と

する子どもの数が持てていない理由の一つ目が、

子育てや教育にお金が掛かりすぎると回答した

世帯が６２．８％ということでかなり高くなっ

ています。こちらは、国立社会保障人口問題研

究所が出している調査を見ると、これは全国の

調査ですが、５２．６％の方が同じような回答

をしていると。そういったところから比べると、

足立区の家庭については、子育てや教育にお金

が掛かりすぎると回答をした人が、それよりも

１０ポイント程度高くなっているといった状況

になっております。 

こういった調査を踏まえまして、足立区とし

ては調査結果を踏まえて新たな施策や事業の取

組について、これから検討をしていくというこ

とで、情報の共有をこの場を借りてさせていた

だきたいというところです。資料のご説明は以

上です。 

 

○藤原会長 

濱田さん、ありがとうございました。いろい

ろとあるわけですが、どうでしょうか。どうや

りましょうか。今、経済的な話があったのです

が、そうした経済的な支援のことというのは、

この施策の中にはあえて書き込んでいないので

しょうか。 

 

○事務局 

経済的な支援については、例えば資料３をご

覧いただくと、柱２のですね、例えば施策２－

３のところが、経済的困難家庭への生活支援と

いうところでですね、主立ったものとして入れ

ています。なので、ある程度経済的な支援とい

うところは、これ以外にも例えば１－６の自立

への後押しといったところで、子ども・若者へ

の直接的な支援として、例えば経済的に塾とか

に行けない子どもたちに区が無料の塾を提供し

たりといった事業を実施しています。例えば給

付型奨学金のような、今施策の１－６に入れて

いますが、給付型奨学金のような大学への直接

的な支援も合わせて区としては実施しています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。柱１とか直接子ど

も・若者の生き抜く力を育むというところから

見ていきましょうか。皆さんいかがでしょうか。

もちろんそれ以外のところでも気になるところ

がある方。こういう施策があるのかといったご

指摘でもいいと思います。 

情報が届かない人に対して何をやるといった

ら、どの政策になるのでしょうか。 

 

○事務局 

情報が届かない方に届けるというのは、個別

の今回は施策としては整理していなくて、施策

体系からは外して、視点としてすべての取組や

施策を実施する時に、伝わる情報発信というと

ころを意識して取り組むということで整理して

います。 

 

○藤原会長 

具体的にはどういうことなのでしょうか。 

 

○事務局 

例えば、衛生部の方で実施している事業で、

ＡＳＭＡＰという事業がありますが、例えば保

健師が核となって妊産婦について必要な情報を

個別に伝えていくといった配慮が代表的な例と

して挙げられると思います。 

 

○衛生部長 

実は事前に藤原先生とは意見交換もしていた

のですが、これから今すべてのお母さんが持っ

ている母子手帳が電子化されます。国の方は今

年中に仕様を明らかにして、東京都は令和８年

１月から、半年後ぐらいには、国の仕様をカス

タマイズした電子母子手帳を立ち上げて、一部

の自治体から始めていくということです。足立

区も国の仕様、そして同じ東京都ですので、そ

のカスタマイズされた仕様に乗っていきますが。

実は東京都の仕様の中には、国の仕様は従来の
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ように健診の結果が母子手帳で確認できるとか、

国が標準的に定めている情報が取れたり確認が

できるようになるのですが、東京都の母子手帳

の中には今プッシュ送信型、個別の事情に合わ

せてプッシュ送信で情報を送ることも今カスタ

マイズするとアナウンスをされています。それ

が整ってくれば、ある一定の情報は、衛生部だ

けではなくて、子ども家庭部とかいろいろなと

ころと情報共有をしながら送れるようになると

思います。また、例えば今ですと赤ちゃん訪問

の時に、保健師はタブレットを持って出掛けて

いって、そこで夜泣きとかで苦労をしているお

母さんはつい子どもの泣き声に反応して、虐待

をしたくなるようなお母さんもいらっしゃるの

で、それにはこう対処するといいのですよとい

うので映像を見てもらったりしていますので、

いろいろなコンテンツは今一緒に、藤原先生の

大学と作ってきたというか、作っていただいて

一緒に活用をさせていただいているというので、

それは盛り込んでいこうと思っています。 

ですので、今は保健師それぞれの能力で相手

に合わせた情報を伝えているところですが、こ

こには具体的にはまだ書けていませんが、そう

いったツールも使って情報提供ができればと考

えています。 

 

○藤原会長 

今生まれてくる子たちはいいと思うのですが、

この時点で幼稚園・保育園に行ったり、小学校

低学年とかの子たちでどうしていいか分からな

い親御さんたちへの支援、情報が入ってこない

人たちにどうしたらいいのかということです。 

 

○子ども家庭部長こども家庭相談室長兼務 

先ほど絵本の話もありましたが、実は１０月

から全家庭訪問事業というものを行ないます。

０歳、いわゆる４か月ぐらいから１歳５か月ぐ

らいのすべての家庭に、全員に月１回以上家庭

訪問をして、さっきの絵本の話でもないですが、

絵本を配布するという事業をやります。年間４

億円の事業ですが。こちらをやることによって、

そこで会話ができればもちろんいいのですが、

保護者の悩みを聞くみたいなことができると思

っています。絵本を配るというのは、足立区だ

けだと思います。いろいろおむつを配ってはど

うかとか、いろいろな取組がありますが、主に

絵本を配っていこうと考えています。１０月か

らちょうど始まるのですが、同じタイミングで

子育て支援アプリというものを導入します。そ

こでアプリをご案内して、予防接種の歴とかも

自分で登録して通知ができるので。そこで区の

情報もアプリを通じて、もしダウンロードをし

ていただければ、皆さんにお伝えはできるので。

そういうデジタルの面と、アナログの面。家庭

訪問の面を組み合わせてやる事業が１０月から

始まります。同じタイミングでこども家庭セン

ターを１０月からやりたいと思いますので、そ

れで進めていこうと考えています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。皆さん、ご意見はい

かがでしょうか。 

 

○末冨委員 

日本大学の末冨です。まず柱のとりまとめ、

ありがとうございます。とりまとめに向けて若

干気になるのが、柱の１と２で、生きづらさを

感じる子ども・若者という表現が出てくるので

すが、生きづらさを感じるレベルになるとかな

りまずくて、逆に感じていないレベルでどうに

かしないと、子どものウェルビーイングなんか

どうにかできるものではないので、いらないと

思います。というのが１点です。 

また、先ほどの藤原先生の調査のアタッチメ

ントの話がすごく気になっていて。さっきの話

を聞いていると、多分多くの皆さんの頭の中に

は、お母さんが何歳から何歳まで読み聞かせを

しないといけないという図柄が浮かんでしまっ

ていて、それこそがアンコンシャスバイアスで

す。アタッチメントって養育者ですよね。保育

園・幼稚園・こども園等の先生も含めて関わり

を持つ地域の居場所。例えば子ども食堂の方た
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ちも含めて、親プラス親以外の養育者によって

培われるという概念のはずなので、親への調査

からアタッチメントの重要性を導くと、ものす

ごく生きづらさを感じるお母さんが足立区に激

増するだけではないかという懸念があります。

なので、アタッチメントという概念は、確かに

大事なのですが、非常に注意して使わないと、

お母さんがどんどん追い詰められる概念だとい

うのがアタッチメントブームの最前線で諸々観

察している私の懸念です。なので、簡単には使

わない方がいいし、用語はちゃんと定義して使

った方がいいと思います。かつ調査の限界があ

るようで、保育士とか小学校教員は調査してい

ないのですか。調査していないのだとしたら、

調査の限界も踏まえて、提言につなげられない

といけないということは話を聞いていて懸念し

ました。それと合わせて、少し発想を豊かにし

ていただきたいなと思うのが、柱１の施策１－

１ですが、心と体の健やかな成長支援という時

に、アタッチメントの話はですね、その基盤を

作ることにつながるとは思うのですが、実際に

資料の３の方で、それに対応する事業がありま

すかみたいな話になると、対応していない気が

します。例えばですが、保健師が家庭訪問をさ

れて、夜泣きが止まらない赤ちゃんに動画を見

せてというのは、絶対にママにしか見せていな

いのだろうなと思うのですが。パパは動画を見

ていないはずだと思いながら聞いていたのです

が。見せてどうやって寝かしつけたらいいかを

言うと言ったじゃないですか。でも目の前のマ

マは、今すぐ寝たいって思っています。睡眠不

足のままそんな話を聞いても絶対に入ってこな

いし、今すぐ寝たいと思っている人たちに対し

て、子ども・若者の生き抜く力とか、安心して

子どもを産み育てる環境を充実させるみたいな

ことを言ってはいけないと思っています。 

決定的に抜けているのが子育て当事者の意見

をどうやって聞くかということと。目の前に本

当に一睡もしていない人が現れた時に、今の行

政は今ショートステイがあるじゃないですか。

お母さん、３時間だけでも寝てなど、そういう

ことができていないです。駆け付け支援的なこ

とをどうやって政策体系に入れていくかって、

もうメニューはあるはずなのに、全くそれが表

に出てこない。特にターゲットアプローチと言

いますが、見るからに困難と言うよりは、誰で

も陥る、パパも忙しい、近くに親戚もいない。

ママは何日も十分に寝られていないみたいな、

非常に危険な状態にどうアウトリーチするかと

いうことも含めて、足立区なら何とかしてくれ

るみたいなイメージがまだ湧かないです。メニ

ューはいっぱい書いてありますが。せっかく足

立区なので、そこまで行けるといいなと思いま

す。動画を見せていただいてもいいのですが、

午後にちゃんとショートステイ使えるよと言っ

て空きを確認してくれて、赤ちゃんを迎えに来

てくれるところまで足立区がなると、先日起き

た赤ちゃんを殺してしまったお母さんがいまし

たが、ああいう事件は絶対にゼロになるはずで

す。孤立した育児というのは、別に生きづらさ

を感じているかではなくて、いつの間にかそう

なってしまいます。そういう時に、そういう視

点を持ちながら、ユニバーサルアプローチとし

てもう少し作り込んでいただきたいです。 

特に足立区の場合、産前産後支援も非常に力

を入れておられるので、だからこそ申し上げて

いるのと、アタッチメントの重要性が改めて示

されているけれども、それをお母さんにだけ覆

い被せるようなことは、絶対にあってはならな

いということを申し上げたいと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。誤解のないように。

私は全くそういう意図では言っていないですし、

末冨先生も分かってくださっている上であえて

言ってくださっていると思うので、対立してい

ると誤解しないでください。補足いただきあり

がとうございます。基本的なお母さん、お父さ

んも含めて、その生活の基盤を支えるというこ

とですね。経済的にもそうでしょうし、ライフ

スタイルというか、睡眠のこともおっしゃいま

したが、食べるものも含めて、そういったこと
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をまずは作っていくと。その上でどうするかと

いう中身の話ですね。この中身の話が今の日本

の子ども政策にはほとんどないです。全くと言

っていいほどないので、足立区であればそこに

も踏み込んだものが。それが結局ライフコース

で考えていった時に、重要な臨界期というか、

そういうところで強く長く続く影響を与えるこ

とが分かっているので、そこをやった上で、そ

こを過ぎていても今たくさんあるメニューでフ

ォローしていけるということなのだろうなと思

っています。今の末冨先生のご意見に対しての

さらなる追加の意見でもいいですし、何か他に

ありますか。 

 

○山﨑委員 

山﨑です。今末冨先生から最初にお話が出た

通り、この表を見せていただいて、言葉の使い

方として気になったのが、資料１－２ページの

柱の下の施策のところですね。１－３と２－４

に入っている生きづらさを感じる子ども・若者

への伴走支援のところ。この生きづらさを感じ

るというところに引っかかりを覚えました。さ

っき末冨先生からは、生きづらさを感じていた

らもう遅いというお話だったかと思うのですが。

ここの政策に紐付いているものとしてどんなも

のが挙げられているのかというと、不登校とか

発達支援とか、そういったものがメニューとし

て資料３を見ると入っています。イメージとし

てはすごく湧きやすかったのですが、不登校の

お子さんとか発達支援を必要としているお子さ

んをひっくるめて、生きづらさを感じるという

言葉でまとめてもいいのかどうかというところ

が気になりました。今意見が多様化していて、

前向きな意味合いで使っているということは承

知しているのですが。例えば学校ばかりが居場

所じゃないとなって、なぜ不登校だから生きづ

らいと見るのだという見方も一方ではあると思

いますし。障がいを抱えているから困っている

みたいな見方をしないでほしいという当事者の

方もいらっしゃると思います。その観点から行

くと、生きづらさを感じるという言葉で、その

ままでいいかどうかというところは、この資料

をいただいた時に気になったところです。 

今末冨先生がおっしゃった、生きづらさを感

じるという部分を丸々削ってしまうという方法

もあると思いますし、多様なニーズをとか、社

会的支援を必要とするとか、私も他の言葉に置

き換えてみたのですが、どうもいいものがなか

なか思い付かなかったので。このあたりは他の

皆さんにもうかがってみたいと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○水野委員 

今、絵本のこれからポピュレーションアプロ

ーチが始まるということで、末冨先生のお話も

あったのですが、アタッチメントの話からする

と、やっぱり私の世代なども子育ては母親がや

らないといけないという観念がずっとあって。

ほとんど父親とかはノータッチ。おむつ替えも

したことがないという状況だったのですが。や

っぱりもう時代が変わってきているなというと

ころではあるのですが。やっぱり絵本を届ける

だけではなくて、しっかりとさっきのお話から

言うと、お母さんだけではなく、お父さん、ま

た祖父母、養育者の皆さんで読み聞かせてあげ

てくださいねといったメッセージと共に、先生

がいろいろな研究で導き出したエビデンスも、

やっぱり愛着を注ぐためには、未就学児の間に

どれだけ読み聞かせてあげることが大事なのだ

ということとか、そういったこともメッセージ

に添えてぜひ絵本を配っていただきたいと思い

ました。絵本を渡すだけだと、本棚に置きっぱ

なしで全然、忙しいというか、寝不足のお母さ

んたちが読んであげられるのかというと、どう

してもＹｏｕＴｕｂｅを見せて終わると。それ

ではもったいないと思うので、しっかりとそう

いったエビデンスを添えて、またお母さんだけ

の負担にならないような形でやっていただきた

いと思います。 

また、悩みを聞きに行くということではあり



 14

ますが、悩みがなければでは帰っていいのかと

いうとそうではなくて、先ほども末冨先生がお

っしゃっていましたが、足立区はデイサービス

も宿泊型も進んでいますので、そういった産後

ケアでこういったものをどんどん活用してくだ

さいと言って、産後ケアが予約いっぱいで使え

なくなって、もっと拡充しないといけないとい

うぐらいにしっかりと情報を伝えていっていた

だきたいと思います。私も子育て中はそういっ

た情報がなかなか入ってこなくて、相談もどこ

にしたらいいか分からない。そういった状況が

あったので、お母さんたちって家庭に入ってい

ると孤立して情報もなかなか入ってこないので。

そういったことはぜひ絵本を持ってきたタイミ

ングで言ってあげてほしいなと思いました。 

もう１点がやはり生きづらさを抱える子ども

や若者というのは、ここ文言としてはあれなの

ですが、本当に今現在現実としてそういうふう

に陥ってしまっている子たちへの支援というの

は、もう欠かせないなと思うので、そこへの支

援というのは今後の課題かなと。この間相談が

あったのは、子どもを５人抱えていて、収入の

問題ではなくて、今現在食べ物がなかなかない

という中で、フードパントリーにも子ども食堂

にもつながっていないという現状があります。

小学４年生から不登校が続いていて、高校世代

になっているけれども、未だにどこにもつなが

っていない。だけど、実は進学したいのだとい

う思いがあるとか。そういったところも全然つ

ながっていない状況もありました。だけど、全

然どこにも相談をしていなかったかというと、

学校にもつながっていたし、げんきにもつなが

っていたし、いろいろなところにつながってい

ましたが、伴走型の支援ができていないという

現状がありました。そういった兄弟が多くいる

中で、発達障がいかもしれない、診察してきて

くれって学校には言われたけれども、じゃあど

こに診察に行けばいいか分からない。そういう

現実もありますので、伴走型の支援をしていた

だきたいなと思います。生きづらさを既に感じ

ている子たちへの支援というのは、しっかりと

やってほしいなと思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○小野委員 

区民の小野です。末冨先生のお話をうかがっ

ていて、今眠たいというところで厳しい思いを

されているということですが、今外国にルーツ

がある方が７％になっているというお話を先日

うかがいましたが、そういう方々もそんな状況

にあります。私が以前結婚していた外国ルーツ

のある方が、お母さんとお父さんは小卒で、親

戚中みんな中卒という感じの方々だったのです

が。本当に年金とかのこともよく分からないか

ら入っていない状況で。すごくどうやって育て

たらいいかとか、そもそもそんな時間に来られ

たとしても、毎日週７で今も働いています。三

つのバイトを掛け持ちして生きている中で外国

に来て、支援に関する通知があったとしても、

日本語がよく分からない、小中学生の子どもが

見ても分からない。なので、サポートもしきれ

ず、支援にも全然つながらないまま大人になっ

ている人たちでした。 

そういうのを見た時に、足立区のいつも綾瀬

駅を歩いていると、本当にたくさんの外国の方

がいらっしゃいます。国際理解や外国ルーツの

方への支援と言いますが、オーストラリアに行

こうというプログラムを足立区はしていますが、

英語カルチャー、キラキラした白人みたいな、

そういうところを国際理解としてフォーカスが

当たっている気がします。足立区に多く在住さ

れているフィリピンの方やブラジルの方など、

肌の色が濃い地域の方々がどういうことをされ

ているかというと、その方々の方が日本語の支

援をいってされているみたいなことをうかがっ

たのですが。そうではなくて、やはり学校全体

でもそういう違う国の人たちのカルチャーを学

んだり、身の回りにいる人たちの国のことをよ

く分かるという、そんな異文化理解がすごく必

要で。そういうことをすることで、もっと本当
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の意味での摩擦も減ってくるだろうし。皆さん

の理解が進むなと思いました。 

相手のカルチャーなどを知った後、外国人へ

の偏見等も子どもたちが思わなくなり次の世代

には、一緒に協力していけるような社会になっ

ていくのではないかと感じました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。生きづらさのところ

で、「多様なニーズ」とご提案をいただいて、

多様なニーズの一つとしての外国人の話だった

かなと思います。水野委員からは、伴走の重要

性を言っていただきましたし。まさに多様なニ

ーズに応じる伴走というのを、この足立区の子

ども施策の中にどういうふうに表現するのかと

いうことなのだろうなと思いました。これは中

山委員に聞くしかないなと思いました。いかが

でしょうか。 

 

○中山委員 

私が今お話を聞いていて思ったのは、柱１で

子ども自身、柱２でお父さん・お母さんや養育

者ということだと思うのですが。子育て自体を

お父さん・お母さんだけでしないといけないと

いうことは、すごく厳しい状況だなと思ってい

まして。我々自身学童をやったり遊び場をやっ

たり居場所をやったりしていて思うのですが、

お父さん・お母さんも手一杯ですし。現在地方

の教育とか、居場所・遊び場の支援をしていて、

今月の半分ぐらいは地方行き、昨日も能登にい

たのですが、能登は地震で子どもが半減して、

滅亡待ったなしみたいな状況で。地方で何をや

っているかというと、柱３です。とにかく地域

のみんなで子どもを育てないと、この地域から

子どもがいなくなるぞという。全員でやるしか

ないという状況に今はなっていて。そう考える

と、ちょっとまだ足立区は余裕が区民にあるの

か、お金が地方に比べてあるのか、親自身や子

ども自身で成長や子育てをしないといけないと

いうのが強いなと感じます。 

区が地域・団体と共に支える仕組みを整える

から、地域全体で子どもの成長を支えるとなっ

たことはすごくいいと思うのですが。言葉が変

わったのはすごくいいと思いますが、資料３を

見ると実際に何をやるのかというと、既存の要

対協とか PTA とかが出てきて、これだと区民は

全然子育てに関わっていないよなというのがあ

ります。 

我々の学童は商店街の中にあって、年に何回

か商店街と学童で一緒にお祭りをやるのですが。

そうすると、子どもたちと商店街の人たちが知

り合いになるので、帰ってくる時に、おかえり、

って言ったりとか、買い物に行った時に、こん

にちは、みたいな感じで、結構挨拶をしていっ

たりとか、そういうイベントを通じて仲良くな

った親同士で、じゃあ銭湯に行くとなったら、

男の子はお父さんたちが連れていき、女の子は

お母さんたちが入れるように、混ざり合ってみ

んなで子どもを見ていくみたいなことがちょっ

とずつ生まれていると感じます。そういう仕組

みを支援するような取組や区民の参加促進、子

育て、子どもの成長というものにもっと地域全

体、区民全体で関わり、もちろん制度・仕組み

も重要ですが、そうではない一般の人たちも子

どもたちと関わり、中には子どもが嫌いな人も

いると思うので、そういう人は積極的には関わ

らないかもしれませんが。ただ、もうちょっと

地域全体で子どもの成長を支える、親だけでは

ない預ける人がいるとか、見てくれる人がいる

とか、自分がお迎えに行けない時に行ってくれ

る人がいるといったことを促進する取組が必要

だと思っています。 

我々の遊び場にもよく学校に行っていない子

が来るのですが、お父さん・お母さんはすごく

つらい。学校に行っていないことを気にしてい

たり、いろいろなところに連れていったりして

いるのですが、全くそうではない、全く関係が

ない、学校に行っているとか行っていないとか

聞かない人たちが地域にいるとか、一緒に遊ん

でくれるとか、それだけでも救われることがあ

るかもしれません。そういう場とか人が増えて

いくことが大事だと思っているので、柱３をも
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うちょっと。３だけ二つしかなくて、施策も既

存のものが並んでいるので、もうちょっと充実

していただきたいなと感じました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。区の職員とかＮＰＯ

とかそういった目線ではなくても良くて、そう

いった地域の人たちが子どもと関わっていたり、

見ていくということをどう後押しするのか。そ

んな事業がもうちょっと見えるといいなという

のは私も思っています。それが単に年に１回の

お祭りで済むとは思えないのです。とはいえ、

じゃあ「聞かせて子育て」事業のようにＮＰＯ

が関わります、としてしまうと、逆に引いてし

まうのか思うように利用者が増えなかったこと

も経験してきたと思います。なかなかうまい仕

組みが難しいなというのが現実問題にあると私

も認識しています。簡単ではないとは思ってい

るのです。 

 

○政策経営部長、あだち未来創造室長 兼務 

今、町会・自治会の加入率が低いこともあり

まして、町会で子どものイベントをやってです

ね。町会に入っている子どもだけではなくて、

誰でもいいよといったイベントに補助金を出す

取組を始めています。結構そこから町会の加入

につながることも６０件近くあります。町会加

入というのは一番の目的なのですが、それだけ

ではなくて、地域の人と子どもが交わるような

機会を今いろいろと設けているので、そういっ

たこともここには現れていませんが、その一つ

かなと思います。あとはファミリーサポートの

仕組みなども、地域の方の助け合いで子どもを

見たりすることもあるので。そういったものを

少しこの中に入れていけるといいのかなと聞い

ていて思いました。また事務局で検討させてい

ただきます。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○阿部委員 

ちょっと違った視点でいくつかコメントをさ

せていただきます。冒頭で藤原先生がおっしゃ

った情報が届かない人にというところで、そこ

はすごく重要だと思うのですが。ちょっとステ

ップバックをして、もちろん具体的に会って届

けるとか、いろいろな仕組みはあるのですが、

区が一番使っている手段はホームページだと思

います。そこのところも点検なさっているのか

どうか知りたいです。私は別に足立区のホーム

ページが悪いと言っているわけではないです。 

昔の論文にこれは足立区とは全然違うあるＸ

市の話ですが。担当部署の方々が、この施策が

一番市民から問い合わせがあると思っているこ

とと、ホームページに載っている情報が違いま

した。それはホームページをやる部門と、担当

局の方々が定期的にそこで情報交換をするとい

うことをやっていなくて。結局ホームページが

業者とかに任せきりになってしまって、日々の

業務が忙しいので、なかなかそれが日々アップ

デートすることができなくなっていることなど

が原因で起きていることが多く、その論文は、

あるキーワードがあった場合、例えばうちに不

登校の子どもがいるという時に、市のトップペ

ージから何クリックすればそこの情報までたど

り着けるかというのをシステマティックにやっ

ているのですが。でも、意外と何クリックもし

ないと届かないんですね。 

この場には広報課の方はおそらくいらっしゃ

らなくて、そういったホームページを定期的に

点検したりレビューするというのは、意外と大

事だったりします。なので、広報にお金を掛け

る必要がある。例えば情報がアップデートする

のにラグがあるのだとすれば、うちの大学もそ

うですが、特別な部署に行って、これこう書い

てくださいってやらないといけないみたいなこ

とがあるのですが、それをやめて担当部署でア

ップデートができるようにするとか。そんなと

ころもちょっとレビューする必要があるのでは

ないかと思ったのが一つ目の提案です。 

政策の中身についてですが、子どもの安全の
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視点を取り入れていただきありがとうございま

した。今の子どもが面する危機的なところで一

番重要なことは、やはり犯罪に巻き込まれると

か、あとは薬物とかオーバードーズの問題など

です。私はアメリカ育ちなので、アメリカの友

人がたくさんいますが、アメリカでは子どもの

１位の死因になりつつある状況で、日本もおそ

らく１０年後にはそんな状況になるのではない

かと危機感を持っています。 

資料２のところでいろいろな政策を挙げてい

ますが、これが悪いと言っているわけではない

のですが、みんな子どもの方に、子どもが知識

を得て、それで正しい行動をするように向けて

いるようなものです。足立区って例えば健康の

ところでは、野菜から食べるのが重要ですよと

いうパンフレットを配るのではなくて、実際に

そのような行動を取るように様々な施策を実施

してきたと思います。でもこの安全のところで

はそれをやっていないと思います。それはおそ

らくこれをやっている部門というのが警察です

とか犯罪部門のところで、そういったマインド

にまだなっていないと思います。劇をして、子

どもたちが体育館でみんな見れば、正しい行動

を取るようになると思っているところがあるの

ではないかと思います。もう少し具体的に何か

できないのか。ここはまだまだ発展途上かなと

思うのが正直なところです。これをやはりこど

も計画の中でどうやったらこういった行動を取

らないようになるのかということをもう少し具

体的に進める必要があるのではないかと思って

いて。例えば中学生であれば、スマートフォン

を持っているならば、スマートフォンを持って

こさせて、どうすれば情報を取られないように

できるのかだとか、ホームページなんて変なも

のが出ないようにするとか、そんなことも授業

の中でやればいいじゃないかと思うんです。オ

ーバードーズの話でも、自殺の話でも、性加害

の話でも、啓蒙活動以上にもう少しできること

があるといいのではないかと。これは今後の課

題だと思いますし、本当にこれをやられたら、

日本全国で一番のお手本となるような施策とな

ると思うので、足立区には期待しています。 

三つ目が調査の中の話ですが、子育てアンケ

ート調査結果の中で説明をさらっとしていただ

いたのですが、この中で一番使えるなと思った

項目が６ページで、教育費用の負担が大きい費

目の中に、小学校では体育用品、中学校では制

服・靴代、修学旅行費といった項目が挙がって

います。その他の学習塾代ですとか、そういっ

たところはあまり区として何かできないかもし

れませんが、これらは区ができることだと思う

ので、こういったところはぜひアンケートの項

目を使っていただきたいなと思います。 

この資料は非常に面白いのですが、ちょっと

サンプルが小さすぎて、収入と子ども数で分け

ているので、一つひとつの中で１００を切って

しまったり、場合によってはサンプル数が６と

いうのがあったりして、ちょっとこれすごく読

みづらいので、もう少しまとめるやり方があっ

たかなと思います。 

それから、子どもの健康・生活実態調査につ

いては、経済状況を始めいろいろなところで改

善されているのですが、今回有効回答率が５６．

８％なのですが、１０年前と比べてどうなのか

というところが気になります。学校で配布して

いたらもう少し高かったのではないかと思いま

す。 

 

○藤原会長 

学校で配布したのですが、ネットで回答でき

るようにしました。 

 

○阿部委員 

前回に比べて回収率が下がっていますか。 

 

○藤原会長 

下がっています。 

 

○阿部委員 

改善したかどうかははっきりと言えないとこ

ろが心配です。 
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○藤原会長 

学校で回収する形で、去年は新しいコーホー

トが始まったのですが、その２年前は同じよう

なやり方で学校配布し、学校で回収する方法で、

生活困難数が下がっています。 

 

○阿部委員 

下がっているとは思いますが、単純にここで

は平成２７年と令和６年を比較しているのが気

になりました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○中村委員 

今の阿部委員からの発言を受けて、先ほど資

料５の教育費用の負担が大きいというものがあ

りましたが、このアンケートを受けて、実は今

年度からここで言うところの学用品に当たるも

のや修学旅行費、あとはそれ以外の自然教室の

費用もほぼ無償になるぐらいの助成を始めます。

合わせて学習塾とありますが、いろいろな習い

事もなかなか費用がないということもあるので、

さらに令和８年度からになりますが、これは公

立の学校だけではなくて、本当にその世代の小

１に上がるお子さんと、中１に上がる年代のお

子さんに入学準備金という給付金も出す予定で

今進めています。ですので、このアンケートの

結果を受けて、新規事業を今年度以降予定して

いるということをお知らせしたいのと。あとは

先ほど委員から防犯とか犯罪に巻き込まれると

か、薬物依存とか、そういった話があった時の

施策が防犯劇をやるとかだけではという話があ

りましたが、これに関してはいろいろと教育委

員会の中でも話し合いをしている中で、やはり

普通のこういう劇ではなくて、当事者。例えば

実際に薬物依存になってしまった方にお話をし

ていただいた方が、当事者の声の方が確実に子

どもたちに届くと、実際に現場でそうだったと

いう話をうかがっているので。やはりそういう

方々がどこまで外に出てきていただけるかは別

問題ですが、やり方を工夫することで子どもた

ちには届くかなということも意識しながら施策

を打っていくべきだと思っています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。犯罪などは寝た子を

起こしてはいけないみたいなことがありますが、

やはり今中村委員がおっしゃったように、実際

に当事者の話の方が入ると思います。非常にい

いご指摘だと思いました。あとは入学準備金で

すが、まさに今議論していたことをそれに当て

はめますと、本当に困っている世帯に入学準備

金があるという情報が行くのかですよね。それ

がこういうふうにやるので、大丈夫ですという

話を聞きたいのですが、何かありますか。 

 

○中村委員 

まだ周知の方法までは詰めている最中ですが、

全家庭になるので、個別世帯にはご案内はしま

す。ただ、最近役所の通知を見ない方も非常に

多いので、いろいろな媒体を使いながら周知を

しないと、本当に届かないということがありま

す。就学前であれば保育園とか幼稚園を使った

り、いろいろな機会でチラシを配るなど、そこ

は策を練りたいと思います。全員の申請につな

がるような手法を考えていきたいと思います。 

 

○藤原会長 

そこが中山委員もおっしゃっていたように、

地域で支えていく。その地域の人たちが知って

いたら伝わるのかとか。伴走するって何なのか

ということが、何かもう一歩踏み込まれるとす

ごくいいなと思ったので、そういう多面的な伴

走の仕方を考えていただけるといいかなと思い

ました。 

 

○田中委員 

柱３が弱いというのは、そもそも先ほど町内

会の話がありましたが、地域の共同体はほぼ機

能していないのかなと思っていて。町内会で年

に１回とか何かイベントがあったとしても、そ
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れによって地域全体というか、我々が地域に属

しているみたいなことを感じる機会ってあまり

ないなと思っていて。その中で柱１の居場所と

か、そういう場にもつながってくると思うので

すが。青年期とか若者の居場所とかをもう少し

整備してあげると、よりその中から自主的なコ

ミュニティとして文化が生まれてきたりして、

その中でいろいろな交流が起きる。その施策の

中にもロールモデルとの交流がありますが、上

から押し付けた形のロールモデルではなくて、

そうした自主的なコミュニティの中でのロール

モデルを見つけていくみたいなことがあると良

いのかなと思っています。具体的なイメージと

してで結構ですが、コンテンツを区の側が用意

するってすごく大変だしお金が掛かると思うの

で、箱とか、例えばライブハウスとか、Ｙｏｕ

Ｔｕｂｅの公開収録の場とか、そういうのが箱

としてあって、そこで勝手に若者のコミュニテ

ィができていくみたいなところがあると、その

中で若者同士の出会いとかもあったり、少子化

の対策にもなると思います。そういった中長期

的な目線で見ると、そうした若者の居場所とか、

コミュニティみたいなものが１０年後とか、地

域全体で子どもの成長を支えていくみたいなプ

ラットフォームになっていくのかなと思うので、

長い目で見てもそういった場があると、我々と

して単純に楽しいということもありますし。そ

ういうところからいろいろできていくといいの

ではないかと思います。 

 

○藤原会長 

素晴らしいご意見ありがとうございます。 

 

○太田委員 

今のお話にも関連するのですが、一つは子ど

もの支援というところでは、居場所の話が出た

かと思いますが、その中に違和感を覚えるのは、

どうしても具体的な場所や組織というところに

居場所を求めた議論が多いかなと感じています。

そもそもそういう人が相談できるというか、相

手がいるという社会環境を作っていくことが、

広い意味での居場所なのではないかと思ってい

ます。その意味で柱３の話につながってくるの

ですが、先ほどの話のさらにもう１歩手前ぐら

いのところで、いかに足立区の中でそういった

子ども・若者に寄り添った考え方を広めていく

か。進化させていくかという視点が大事ではな

いかと思っています。 

一つは先ほど生きづらさを抱えているという

表現の問題がありましたが、その方々の話があ

りましたが、発達障がい、支援が必要な方です

とか、それから引きこもりの方ですとか、そう

いったところの方々の当事者は悩んでいるので

すが、本当にでは周囲の人たちは皆さん理解を

しているかというと、まだまだ引きこもりであ

れば、サボっているのではないかという見方を

していて、それが生きづらさにつながっている

こともあると思うので、まだまだ足立区として

社会全体として理解を深めていくところの施策

はもっと必要だと思っています。 

もう一つは、この計画で大きな柱を作ってい

くわけですが、まだまだ社会全体で言うと、子

ども・若者対高齢者や単身の現役世代の方とか

で、まだ社会全体で本当にどこまで理解されて

いるのかというところはあると思います。この

こども計画というのは、最終的に打ち出される

中で、我々がどうしてこのこども計画が大事だ

としているのかを訴えていく。社会全体に理解

を広めていくというアプローチは一つこの取組

の中で外せないポイントだと感じています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。確かにそうですね。 

 

○ぬかが委員 

先ほどの話を聞いていて、箱を若者にという

のはすごくワクワクしました。どうしても居場

所づくりと言うと、何か行政チックに考えると、

お膳立てしてみたいなことを考えるのですが、

ある意味綾瀬のぐるぐるは若者対象ではないけ

れども、箱を準備して、やりたいことを応援し

ながらコミュニティがどんどん広がっていくと
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いうものになっていると思うのだけれども。そ

れの若者バージョンというか、そういう若者の

箱があってコミュニティが作っていけるみたい

な、そんなことはすごくいいなと思いました。 

それから２点目なのですが、これで言うと、

妊娠前から産後期の支援の中に入っている事業

の中ですが、最近公園で赤ちゃんを連れてきて

いるお母さんとかに積極的に話し掛けたりして、

困りごとを聞いたのですが、その中で印象的だ

ったのが、パパさんとお子さんという方で、大

体２歳になるまでの方は本当にワンオペ育児に

なっていて、聞いてみたら圧倒的に子育てサロ

ンを利用しているというのが対話していての感

想でした。そこで例えばすこやかプラザが新し

くなったから、そこに行くようにしているとか、

ちょっと遠いけどそこに行くのだとか。その中

ですごく言われたのは、特に一時預かりという

のがすごく助かると。本当にずっと１人で子ど

もと向き合っている中で煮詰まってしまって、

その時に１時間５００円ですけど、一時預かり

を。それで２時間預かってもらうと自分の時間

が２時間できるだけで全然違うんです、という

話をすごく言われたのが印象的だったんですね。

私はここの部分の子育てサロンとか一時預かり

の充実というのを、ぜひしっかりやっていただ

きたいなと思っています。とりわけこれから乳

児の保育料が９月から東京じゅうで無料にして

いこうという中で、一方では２歳、３歳になっ

たら幼稚園に入れようと思っている自宅で育て

ているお子さんたちの子育てサロンの一時預か

りだけは相変わらず１時間５００円というのは、

やはりお金だけの問題ではないにしても、やは

りお金も経済的な負担が心配なくそういうとこ

ろに預けられるものを充実してほしいなと思い

ました。 

それからもう１点は、先ほどもお話が出てい

る外国にルーツを持つ子どもに対する支援の部

分ですが、これも最近例えば足立区でやってい

る日本語の教室を見学に行ったり、ボランティ

アのお話を聞く機会もあったのですが、私が見

学に行った時の教室は、通級教室なのでもとも

と在籍校があって、週に１回、２回だけ日本語

教室の学校に通います。そこで１日過ごすので

すが。そこで日本語教室でコミュニケーション

の教室を受けるのですが、そこに通っているの

は中学生で、足立区では３校整備しています。

３校のどこかに通えるようにしようというので

取り組んでいるのですが、私が見に行ったとこ

ろのお子さんは中学生で、コンゴから来たお子

さんと中国から来たお子さんでした。先生も一

生懸命コミュニケーションを取ろうとしている

のだけれども、結局見ていて、あ、この子たち

全然理解していないで、先生がこうだねって言

われて、はい、こうですって言っているなって。

これではちょっと苦痛だろうなって思ってしま

いました。しかし、在籍校に戻ると、何も分か

らないわけで、日本語で文章を読めないし、小

学校低学年とかから日本に来ていたお子さんだ

ったらまだいいのだけれども、そうではないお

子さんもたくさんいらっしゃるという点では、

その辺の充実というのを、量・質共に充実しな

ければいけないのではないかと思います。一方

でボランティアにため息交じりで言われたのが、

この子たち、私たちの手を外れて、ボランティ

アの教室には２３時のグループもあるのですが、

抜けてしまうと途端に本当に、社会で他に生き

ていく道がなくなるから、すぐ犯罪の方に引き

込まれてしまうということでした。そう考えた

時に、本当にここの部分をもっともっと深めて

ほしいと思っていて、例えば子どもの安全の視

点の４のところで、在住外国人との子ども向け

安全啓発講座とありますが、これは東京都がや

っている事業で、多分ほとんど知らないだろう

なと思います。また、学習支援事業をいろいろ

なところで取り組んでいると言っていますが、

実際には週２回だけではとても身に付かずその

後を補う事業を去年、おととしぐらいから区と

して始めましたが、それも一つのところは定員

が埋まり受け入れ中止になっているので、子ど

もたちのために充実していってほしいなと要望

です。つまり、体系とか柱がどうこうという議

論では私はないのですが、この間に見て非常に
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感じているので、発言させていただきました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○事務局 

事務局からお答えします。まず先ほど阿部先

生がおっしゃっていた、ホームページを媒体と

した情報発信のところですが、足立区としては

ホームページの総合的な管理は報道広報課とい

うところが実施していますが、それぞれの個別

のページについては、各担当所管が責任を持っ

て作成しています。なので、情報についての新

しいもの、古いものも含めて、各所管がそのペ

ージについては責任を持ってやっています。足

立区については、今対外向けのプロモーション

を非常に力を入れてやっています。報道広報課

だけではなくて、シティプロモーション課とい

うところが、区全体のプロモーションを推進し

ていますので、シティプロモーションと報道広

報課が協力して、各所管の情報も含めて区外に

ＰＲできるような体制を取っています。ただ、

情報について伝わりにくい部分があるというと

ころは、課題としていただいた形ではあります。 

先ほど阿部先生が居場所について検索したら

出てこなかったという話がありましたが、確か

に今多くのところで居場所というところが求め

られているところです。今後足立区としても、

必要な方が必要な居場所にたどり着けるような、

そういった周知の方法がどういった形でできる

のかというのを、全庁的に調査を掛けて、今年

度中に何とか形にしたいなと思っています。そ

ういったところをホームページで拡充が進めて

いけたらいいかなと思っています。 

それから、先ほど田中委員から、青年期の若

者の居場所についてのご意見をいただきました

が、ぬかが委員からもいただいた通り、あやセ

ンターぐるぐるが足立区の今中心的な区民のや

ってみたいをやってみるというところの後押し

をするような施設として今運営しています。そ

こにはただ単にやりたいと思った人がそこで自

由にやってもいいよというわけではなくて、中

にはコミュニティビルダーといった、やりたい

ことを側面支援するような方々が常駐している

という仕組みになっています。そういったとこ

ろを起点にして、そういったやりたいを実現す

る人が増えていって、それが区の中の活力につ

ながっていくといった形で広げていきたいなと

考えています。 

今新しい拠点の考え方も、今後進めていく予

定ですので、区の中でどんどんそういった施設

が広がっていけば、より区の活力が広がってい

くと考えていますので、そこについては区とし

ても進めていきたいと考えています。 

 

○勝田副会長 

昨年度まで広報とあやセンターを所管してい

る部長でしたので、補足をさせていただきます。

今回の柱の中で、必要な人に対する伝わる情報

発信というのは、ここの視点だけではなくて、

毎年政策経営部の広報部門の重点的な目標とし

て挙げています。区の方の情報発信ですが、広

報が区の媒体としては一番伝わっているのです

が、ただ皆さんが広報を読んでいるわけでもあ

りませんし。では、若者だったら SNS だったら

いいのかというと、決して足立区の X とか LINE

も登録者は多くない。特に若者の登録がない中

で、どういった形で私たちが伝えたい人に情報

が伝えられるのかというところは、これは本当

に大きな課題として毎年認識しています。直接

お話をするのが一番いいのですが、なかなか会

えない場合とか、どうしたら伝わるのかという

ところは毎回模索しています。この事業の情報

を伝える、相手の属性・特徴によってどんな形

だと情報が伝わるかというのは、その施策ごと

に毎回考えて伝えていますので、そこはこの若

者だけではなくて、すべての施策に共通する大

きな課題なのかなと認識しています。 

また、次の活動拠点として、竹の塚をターゲ

ットにしています。竹の塚もまずは現地に入っ

て、どういう課題があるかというと、やはり今

ＵＲがあるということも含めて、外国の方がか
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なり多くなっています。比較的高齢の方という

のは、あまり交わるという形ではないのですが、

若い人たちはそういった外国の方たちも含めて、

何か一緒にやっていけると面白いよね、竹の塚

はいい街なのですが、あまりいいイメージがも

たれないということで、もう少し竹の塚がいい

街だというところをアピールしたいという話が

あります。ぜひ今若者を中心に、若者がやりた

いことができる街を目指していきたいというと

ころで、今若者のヒアリングを進めています。

そういったものが進めば、若者中心に何かやり

たいことができる街が作れればなということで、

今拠点の構築も含めて考えているところです。 

 

○加藤委員 

柱立ての施策案について、３点ほど言わせて

ください。まず何人かの委員から出ていますが、

外国にルーツのある子どもたちへの支援につい

てなのですが、私が言おうと思っていたことを

半分ぐらい小野委員・ぬかが委員におっしゃっ

ていただきましたので、概ね賛同できるところ

です。ちなみに青井高校はいわゆる白人系は在

籍しておらず、一番多いのは中国国籍、それか

らフィリピン国籍、アフリカ国籍の方もいます。

日本語能力は特に人種には関係なくて、それま

で生きてきた歴史によるものだと思います。 

東京都教育委員会ですが、２年前にそれまで

各部署で行なってきた国際交流だとか、外国人

への支援だとか、そういったところの部署を一

つにまとめて、グローバル人材制度という組織

を作りました。今３年目になるのですが、ここ

で力を入れているのは日本語の指導です。日本

語指導担当というのが一つの組織としてあり、

組織的に取り組んでいるのですが。まだまだ課

題も多くて、整理し切れてはいないのですが。

ただかつてに比べると、支援体制はだいぶ充実

してきたと思います。 

足立区としても様々なところで外国にルーツ

があるという言葉が点在していますが、柱の施

策の中に外国にルーツがある子どもたちに対し

ても、積極的に支援を行なっているのだという

メッセージを込めて、それが分かるような文言

が入らないかなと思います。ぜひそういった言

葉を、施策なので抽象的にならざるを得ないか

もしれませんが、そういった言葉が入ってくれ

るといいなと思いました。 

２点目。命の問題ですが。本当に悩ましいと

ころで、今に始まった問題ではないのですが、

命を守る教育という言葉がありますが、教育も

大事ですが、教員だけではなかなか限界がある

なと。小中学校もそうだと思いますが、スクー

ルカウンセラーであるとか、ユースソーシャル

ワーカーだとか、そういった人材支援もしてい

るところですが、教員以外の子どもを見守る人

がもっと必要だなと思います。それこそ専門家

ではなくても良くて。近所のお兄さん・お姉さ

んでもいいです。何か気軽に頼れる人が身近に

いると、また悩める子どもたちにも違うのかな

と。安心感を与えるというか、提供できるよう

なシステムがあるといいなと思います。 

最後。安心して子どもを産み育てることにつ

いてですが、施策の資料３を見ても、育てると

いうことについてはかなり充実していると認め

ます。それから産むにあたっての支援について

もそれなりにあるところですが、じゃあ何が足

りないのかというと、産みたくなるような施策

がない、ちょっと見当たらないなと思います。

先ほど各家庭を回って絵本を配るというのがあ

って、すごくいいなと思って聞いていました。

入院したらソーシャルワーカーが付きますよね。

お金のこととかいろいろ相談に乗ってくれる人

がいますが。頼りになる人が、さっきの子ども

の自殺についてもそうですが、何か気軽に相談

ができる人が、頼みもしないのに付くみたいな、

そんなことがあってもいいのかなと。実際にそ

ういうことはないのですが、何か始めないと、

新しいことを始めないと、長く続く課題の解決

にはつながらないと思います。そういった思い

切ったことも必要ではないかと思います。 

結論を言うと、人・物・金で一番充実させて

ほしいのは人だと思います。それが一番難しい

ことも分かっていますが、ここで言わないと前
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には進んでいかないと思いますので、あえて申

し上げたいと思います。安心感を与えるという

ことと、人を付けるということをぜひ施策に反

映させてください。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○山田委員 

資料１の柱立てについてコメントをさせてく

ださい。一つ、柱１についてなのですが、田中

委員の発言と関連するのですが。施策が六つ並

んでいますが、最後の１－６は性格が違うもの

なのかなと個人的に思いました。視点１に既に

柱の三つを貫いてですね、意見表明と参画機会

の創出と書かれているので、それで十分かもし

れないなと思うのですが。施策の１－１の１－

５のベースになる部分の気もします。つまり、

柱１はすべての子ども・若者の生き抜く力を育

むということで、もちろん保護者のサポートも

その中には具体的な資料３の中に含まれていま

すが、柱の趣旨としては、子どもや若者をサポ

ートしていくという趣旨だと理解しました。そ

うすると、１－６は１－１から１－５の土台と

いうか、下の方にあって、それぞれの１－１か

ら１－５の施策を実施するにあたっての様々な

形で意見を表明したり、参画したり。可能であ

れば今後計画を推進していく上で、目標を設定

したり、それを振り返ったり改善したりする時

に参画ができるような、そんな回路があるとい

いなと思いました。この図でもそうなっている

とは思うのですが、もしかすると横長にして、

１－６だけ１－１から１－５の下に、生き抜く

力を育む上で何らかの形で子どもたちの意見の

表明や参画や、実際のそれぞれの施策を動かし

ていくにあたって、参加していく回路みたいな

ものがビジュアル的にも表現できるといいのか

なと思いました。 

２点目ですが、生きづらさについては私も同

感で、文言の見直しがあってもいいのかなと思

います。柱の２に書いてある整理のポイントの

中では、ユニバーサルアプローチとターゲット

アプローチがそれぞれどういう施策に反映して

いるかの説明があるのですが、柱１についても

同じような、つまりこれまでの議論の中で全体

的に底上げをして、生きづらさを感じる以前に

サポートをしていくことが大事だという話と。

現状厳しい状況に置かれている子ども・若者が

いることも事実なので、その人たちに焦点を当

てて支えていくことと両方必要だということが、

これまでのやりとりで確認されたと思います。

何か整理のポイントの中にそういった説明を入

れてもいいのかなと思いました。 

最後になりますが、生きづらさと言うかは別

にして、これまで外国ルーツの子どもだとか、

不登校の子どもが言及されていて、資料３の中

にもそういう現状の取り組みが整理されている

わけですが、ヤングケアラーに対する支援みた

いなことも、実際にこの計画を立てて動かして

いくにあたっては、現状ではそれほど強調され

ていませんが、こども大綱の中にも重要なポイ

ントとして示されていますので、そういったこ

とも今後反映させていくといいのかなと思いま

した。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○菊地委員 

先ほどの加藤委員と山田委員と同じように、

施策の１－６の意見表明・参画、自立への後押

しのところが、私の今の立場としてもすごく気

になると思っています。特に私は今大学４年生

なのですが、大学生との交流体験と示されてい

ますが、私はこれがまず途中で資料の２の８の

ところで、区内大学と連携し、子どもと大学生

が交流できるような体験事業を作っているとい

うところを拝見したのですが、大学生ってみん

なそれこそ小学生とかと関わりたい子はすごく

多いと考えていて。私自身も来月も行きますし、

去年も小学校の補助教員をさせていただいてい

るのですが、その時も若いからなのか、大学生
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だからなのか分かりませんが、すごくたくさん

小学生たちが集まってくれて、一緒にご飯を食

べようと言ってくれたり、あとはもめ事があっ

た時にも、先生には言いづらいけど、年が近い

お姉さんには話しやすいという感じで声を掛け

てくれるという、そんな存在が、今私自身がこ

うなれているということは、他の大学生とか高

校生でも、そういう立場になり得るのかなと思

ったので。もちろん大学との協定みたいな形に

してもいいと思いますが。公募みたいな形で。

私の中ではそれこそ足立区の奨学金は知名度が

高いと考えているので、そこの奨学金で、私自

身も借りているのですが、そこで作文を書くと

ころがあったりするのですが、そことはまた違

う視点で、そういう小学生との関わりがあるよ

うなものとして、これからも地域の活性化に携

わってくれる学生みたいな形で設けてみてもい

いのではないかなと思いました。奨学金とかが

ある方が、大学生の目にも映りますし。何か自

分事として考えられるかなと思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○高木委員 

本当に皆さんからいろいろなご意見が出てい

て、私が気が付いているのが、青年期の保護者

支援がなかなか具体的なものがまだないという

話でしたが、資料１の１ページ目にも、左側の

下の５のところに、青年期の保護者への支援が

やや手薄のように見えると書いてあり、子ども

もいずれ若者になっていって、そして大人にな

っていって、高齢者になっていって、一つのラ

イフプランというのがいろいろあると思います。

やはり確かに生きづらさという言葉というのは、

ちょっとネガティブかもしれませんが、生きた

い若者、生きたい子どもというのもいるという

ことで、例えばうまく学校に入れない、うまく

就職のレールに乗れなかった人たちが、どんな

ふうに自分がこの先生きていったらいいのだろ

うかというところで。要は親にとっては何歳に

なっても子どもは子どもなので。そういったあ

る程度成人になった青年を、例えば年金の話と

か、うまく就職ができなかった時に、自分はど

んなふうに生きていったらいいのだろうかとい

うところの、システムなのかなと思います。加

藤先生もおっしゃっていたように、何か人・物・

金の中でやっぱり人が一番というご意見があり

ましたが、そういったいわゆるもちろん自治体

の人たちもたくさんお金を掛けて施策というの

もあるのですが、本当に身近な近所というか、

どちらかというと施策的なフォーマルではなく、

インフォーマル的な人の力とか、そういったも

のが分かるというか、そういった方に聞ける環

境があるといいのかなというところで。具体的

に言うと、例えば福祉課にどんな手続きをした

らいいのだろうかとか、その辺の流れを保護者

も知る機会があるといいのかなと感じています。

そこを具体的に教えてくれるところ。もちろん

実際に窓口に行って教えてもらえるといいので

すが、例えば国民年金の手続き方法を詳しく教

えてくれるシステムがあれば、保護者は知りた

いのかなと思ったのでお願いしたいと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○小野委員 

今回どの施策も大事なのですが、この中でど

うしても届かないといけない情報と、届いたら

いいなという情報とがあると思います。本当に

微々たる住民税を毎月お支払いしている区民か

らすると、本当に届いてほしい人に届くことを

本気になってほしくて、予算の半分を広告費に

使ってもいいと思うので、本気で届けた方がい

いと思います。子ども食堂に行けるお母さんっ

て、人としゃべりに行けるぐらいの元気がある

じゃないですか。そんな人ではなくて、本当に

お家にこもって働きにも出られない、鬱になっ

ていて出られないというお母さんに情報が届か

ないといけない。そうなると、本当に広告会社

をたくさん使ったりしてといったことは、行政
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的にちょっと難しいというか、私も堅い組織で

働いていて、すごく難しいと実感しています。

ですが、そういうところに税金をぜひとも使っ

ていただきたいと思います。届けるための工夫

として、特定の精神的な病の時に処方されるあ

る薬を出した時に、このパンフレットを渡して

いただくとか、地域で一番安い業務スーパーに

人参にシールを貼るとか、風俗の女性が働いて

いる待機所にチラシを貼ってもらうとか、本当

にやろうと思えばできることってすごくあると

思います。 

先ほどどうやって届けるのかという質問を藤

原先生が何度もされていましたが、それに予算

を本当にたくさん使ってもいいぐらい、本気に

なっていただきたいなと一区民として申し上げ

ます。 

 

○藤原会長 

貴重なご意見ありがとうございます。 

 

○しぶや委員 

感想としては、計画を立てる上で皆様お一人

お一人の段階で、振り出しに戻るとまでは言い

ませんが、そこの段階をしっかりと用語の定義

であったり、しっかりその文章を一つひとつの

ことで、これは区民の方々にも見ていただきた

い。そもそもの計画を知っていただきたいとい

うところから始まっていると思いますので、そ

の辺はしっかりと整理をするべきだと感じまし

た。また、一つ私が感じたところで、これは子

どもと言うよりも若い世代の意見ということで、

先ほど阿部委員や田中委員もおっしゃっていま

したが若い世代たちが拾えるところということ

で、阿部委員がおっしゃる通り、私もよく聞く

のが、足立区のホームページ、何回もクリック

がいるというのは私自身もいろいろな区民から

聞いていて、どこに相談したらいいのかという

意見は我々も同じ意見だと思います。そういっ

た中で先週、公式 LINE の話を長谷川元副会長に

もお話をしましたが、登録者数は全然増えてい

ません。それが現状です。また、足立区の

Instagram ができました。なかなかそういった情

報が拾えていない状況がまずはそもそも問題な

のかなと私は感じています。その Instagram と

か LINE もないよりはいいわけで。SNS は重要な

ところで、区の方々にもお伝えしたいですが、

こういった計画審議会というのは、一人ひとり

の皆様がモチベーションを高く持って、足立区

のためにという思いを持ってくださる方の場で

あって、そういったことをまずは公表してほし

い。しっかりとこういったことができたことを

公表してほしいというのは私、どこの審議会・

協議会でも言わせていただいています。そこで

どんどんとアプローチを、公募委員・専門委員

にもしていってほしいですし、Instagram の状況

も全然伸びていないので。こういった状況を広

めれば広めるほど、子育て世代＝若い世代では

ないですが、しっかりと情報をキャッチできる

場面が増えるのは事実だと思いますので。これ

は最後お願いになりますが、そういったところ

も踏まえて、今後はこういった情報の共有の場

も増やしていきたいと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。いろいろとあるので

すが、２点は足立区の施策としてお願いできる

かなと私なりにまとめられそうな気がしたので、

それだけ申し上げたいと思います。一つはホー

ムページについてです。AI を活用して、誰がど

のように検索してもすぐに必要な情報にたどり

着くシステムをホームページ上で作っていただ

きたいということ。もう一つは、地域において

インフォーマルな伴走者、サポートをする人、

できれば若者が子どもをサポートする。あるい

は若者同士かもしれませんが、そんな存在を、

すぐに無理であればパイロット的にどこかで試

しにやってみるのもいいかもしれません。少な

くともそういうことを公募委員も含めた若者と

一緒にどうやったらできるかを話して、企画し

てみるということはスタートしていただきたい

なと思います。いろいろな課題が出たと思いま

すが、情報が電子化されていれば、翻訳ツール
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を使うことで外国のルーツの方の生きづらさも

何か解決できそうな気がします。妊娠初期、妊

娠中から子育ての初めの頃からの伴走支援だっ

たり、小学校に入っていく中で全然どこにもつ

ながっていない、小野委員が言っているような

方も、きちんといい意味でのお節介な形でドア

をノックし続けるような人といったイメージが

あると思います。その伴走者がホームページで

調べれば分かる、調べる元気がない人の代わり

に調べられる、というような伴走者がいれば情

報が届くのではないかなと思った次第です。現

実離れしている提案かもしれませんが、ぜひご

検討をいただければと思いました。 

では最後、答申書について、濱田さんからお

願いします。 

 

○事務局 

本日は様々なご意見をいただきましてありが

とうございます。先ほど藤原会長からありまし

た通り、区の情報を必要な方に届けるといった

ところは、非常に重要な観点かなと考えていま

す。ホームページとか広報、いろいろな媒体が

ありますが、実際に例えば若者にリーチができ

ていないとか、そういったところは課題として

あります。必要な方に、情報が入手できない方

に、例えば伴走者が伝える工夫ですとか、そう

いったところは今後もやっていく必要があると

思います。あとは地域における、今足立区も六

つの大学が誘致されています。大学生の活用と

いうところについては、今審議委員で参加して

いただいている中山委員については、ボランテ

ィアとして多くの大学生を活用されているとい

った事例もありますので、そういった知見も借

りながら、区の中で大学生をどう活用していけ

るのかというところも併せて検討していきたい

と考えています。 

最後になりますが、答申書についてですが、

今までいただいたご意見等については、６月下

旬までに答申案をこちらでまとめまして、皆様

の方にお送りします。続いて、皆様にお送りし

た答申書案については、７月下旬までに答申書

に意見をいただき、次回の８月に予定している

最後の審議会の中で、区の方に答申をいただく

という形で進めてまいりたいと考えております。

答申書については以上です。 

 

○藤原会長 

では、以上で第４回のこども計画審議会を終

了します。本日は活発な議論をありがとうござ

いました。 


